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社第1節神

こ
の
章
は
、
安

良

神

社

備

書

「
横
川
町
神
社
明
細
」
(

大
正
一 

〇
年
記)

を
主
と
し
て
、
鹿
児
島
県
の
資
料
及
び
地
域
住
民
の
話 

を
基
に
記
す
こ
と
と
す
る
。

神
社
に
つ
い
て
は
、

明
治
以
後
合
祀
さ
れ
た
た
め
、
現
在
で
は 

数
社
に
整
理
統
合
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
今
後
の
郷 

土
誌
研
究
に
は
、
合
祀
以
前
の
記
録
が
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い 

重
要
な
対
象
と
な
る
。

ま
た
、
仏
閣
に
つ
い
て
は
、
廃
仏
毀
釈
の
折
に
廃
寺
と
な
っ
た 

も
の
が
多
い
が
、

こ
れ
も
記
録
の
残
っ
て
い
る
も
の
を
列
記
し
て 

お
く
こ
と
と
す
る
。

第

一

節

神 

社

㈠

稲
牟
礼
大
明
神

横
川
町
上
之
村
古
城
鎮
座

明
治
四
四
年
一
月
安
良
神
社
に
合
祀

御
神
体
木
像
一
体
東
向

祭
祀-

一
月
初
戊 

御
供
一
膳 

御
神
酒 

社

一

間

二
•

五
間
大
板
葺

㈡

 

諏

訪

大

明

神
(

南
方
神
社) 

横
川
町
上
之
村
正
牟
田(

元
上
之
村
村
社) 

明
治
四
四
年
一
月 

安
良
神
社
に
合
祀 

神
体
木
像
一
体
外
に
随
神
二
体 

祭
祀
七
月
二
八
日 

御
供
三
組
神
膳
一
三
餐
当
村
中
調
進 

宝
殿
二
敷
二
間
板
葺
上
家
五
敷
二
間
半
茅
葺 

拝
殿
四
敷
三
間
二
間
一
矛
汴 

長
庁
四
敷
二
間
茅
葺 

随
神
四
尺
方
板
葺
上
家
一
間
方
茅
葺 

氏
子
二
百
ニ
ニ
戸 

与 

南

方

神

社
(

中
ノ
諏
訪
現
在
宮
下) 

「
横
川
町
神
社
明
細
書
」
記
載
に
、
 

一
、
社
殿
間
数
二
間
二
間 

一
、
無
殿
二
間
三
間 

一
、
境
内
所
有
地
耕
地
反
別
一
反
三
畝
五
歩
中
ノ
諏
訪 

一
、
氏
子
三
百
六
戸 

一
、
管
轄
庁
道
距
離
里
数
一
一
里 

明
治
四
四
年
一
月
七
日 

荒
神
社
に
合
祀 

日
記
に
祭
神
は
信
濃
国
諏
訪
郡 

建
御
名
方
大
明
神
で
中
ノ
村
に
あ
り
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宝
殿
に
木
面
ニ
ツ
安
ず
其
の
背
に
奉
掛
云
云

二
面
云
云
諏
訪
両
宮
宝
殿
天
正
十
年
と
記
す

祭
祀
七
月
二
七
日 

社
司 

月
野
木
氏(

宮
下
と
あ
り)

と
あ
る
。㈣

荒

神

社
(

横
川
村
字
城
山)

一
、
祭
神
不
詳

一
、
由
緒
不
詳

一
、
神
殿
間
数
一
間
五
合
二
間

一
、
境
内
坪
数
並
び
に
地
積
一
八
坪
官
有
地

一
、
氏
子
数 

六
七
戸(

注 

こ
れ
は
仙
寿
寺
馬
場
の
戸
数
と
思
わ
れ 

る)
一
、
管
轄
庁
迄
距
離
ー
一
里

こ
の
荒
神
社
は
、

元
城
山
に
鎮
座
し
て
い
た
も
の
を
、
仙
寿
寺 

馬
場
の
東
端
出
鼻
の
所
に
遷
し
、
立
派
な
お
宮
が
建
て
ら
れ
て
い 

た
が
、
あ
る
年
の
暴
風
に
よ
り
倒
壊
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ 

の
後
、
前
の
宮
下
の
横
川
小
学
校
の
西
北
隅
に
あ
っ
た
南
方
神
社 

と
合
体
し
、

さ
ら
に
大
正
四
年
一
一
月
三
日
、
社
名
を
南
方
神
社 

と
改
称
し
た
。

明
治
三
五
年
六
月
ご
ろ
、
横
川
小
学
校
を
荒
神
小
学
校
と
い
っ

た
時
代
が
あ
っ
た
。

大
正
ニ
一
年
、
現
在
地
で
あ
る
横
川
町
中
ノ 
(

栗
下)

五
〇
〇 

番

地

に

遷

座

し

た(

敷
地 

二
反
二
畝
一
五
歩)

。 

昭
和
ニ
一
年
五
月
ニ
一
日
に
宗
教
法
人
設
立
の
申
請
を
し
て
い 

る
。
法
人
登
記
は
、
昭
和
ニ
ハ
年
二
月
一
八
日
で
あ
る
。
 

㈤

 

久

木

元

神

社
(

横
川
村
下
ノ
前
川
内) 

横
川
町
下
ノ
村
村
社

祭
神
由
緒
不
詳

社
間
間
数
二
間
半
一
間
半

境
内
坪
数
及
び
地
種 

二
畝
二
五
歩 

官
有
地
山
岳
三
反
一
歩 

氏
子
数
ニ
ニ
ニ
戸

管
轄
庁
迄
距
離
一
一
里

明
治
三
九
年
一
ニ
月
ニ
一
日
土
地
反
別 

二
反
四
畝
歩 

官
有
地
第
一
種
神
社
敷
地
編
入
許
可 

明
治
四
四
年
一
月
七
日 

荒
神
社
に
合
祀
許
可 

㈤
 

山

の

神

社
(

横
川
町
上
ノ
上
本
町) 

本
地
弥
陀
薬
師
観
音
三
体 

木
像
高
さ 

二
尺 

山
の
神 

勧
請
の
儀
は
相
知
れ
申
さ
ず
候
万
治
二
年
乙
亥
年
相
立
申
候 

由
相
見
へ
申
候 

大
泉
場
子
孫
よ
り
相
勤
申
候
由
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社第1節神

二
代
目
よ
り
四
代
目
迄
名
前 

相
知
れ
申
さ
ず
候 

五
代
目
国
分
郷
土 

津
曲
金
蔵
院
相
勤 

六
代
目
当
別
当
先
祖 

救
仁
郷
長
楽
院
相
勤 

当
代
迄
四
代
に
成
ら
れ
申
候 

開
山
大
泉
場
よ
り
九
代
に
相
成
中
候
外
ー 
ー
由
緒
相
知
れ
中
さ
ず
候 

(

注)

現
山
の
神
社
社
司(

別
当
職)

救
仁
郷
義
彦
氏
は
長
楽
院
よ 

り
五
代
目
開
山
よ
り
一
〇
代
目
に
当
た
るC 

但
座
主
の
儀
当
分
御
扶
持
米
玄
米
一
升
ず
つ
成
し
下
さ
れ
候 

神
領
高
寄
附
高
等
御
座
な
く
候 

御
祭
一
年
四
度 

正
五
九
十
一
月
一
六
日
は
御
祭
に
付
別
当
よ
り 

経
神
楽
相
勤
申
候 

三
月
ニ
ニ
日 

御
祭
の
儀
は 

当
山
開
基
初
に
付 

御
祭 

但
横
川
よ
り
大
夫
一
人
社
人
三
人 

正
月
の
儀
神
楽
こ
れ
あ
り 

別
当
よ
り
相
勤
候 

御
祈
稽
一
年
に
三
度
正
五
九
月
始
め 

般
若
心
経
一
千
巻 

相
勤
申 

候そ
の
昔
、
山
の
神
社
に
は
拝
殿
、
本
殿
と
が
あ
り
、
彩
色
の
非 

常
に
立
派
な
も
の
で
、
拝
殿
は
地
区
の
集
合
所
に
も
充
て
ら
れ
て 

い
た
と
い
う
か
ら
、
非
常
に
広
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

山
の
神
社
は
、
朝
に
家
を
出
て
、
夕
べ
の
生
命
を
も
知
れ
な
い 

労
働
者
の
お
守
神
と
し
て
、
あ
る
い
は
御
利
益
に
よ
り
良
い
鉱
脈 

を
掘
り
当
て
よ
う
と
、
参
詣
の
人
で
毎
日
ひ
き
も
き
ら
な
か
っ
た 

と
い
わ
れ
る
。

殊
に
月
の
一
六
日
は
縁
日
で
、
角
力
踊
が
興
業
さ
れ
、
大
変
な 

に
ぎ
わ
い
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
二
〇
年
旧
二
月
六
日
、
付 

近
に
起
こ
っ
た
大
火
が
つ
い
に
神
社
に
燃
え
移
り
、
建
物
と
と
も 

に
什
物
、
書
類
な
ど
一
切
を
焼
き
尽
く
し
て
し
ま
っ
た
。

「
山
の 

神
社
再
建
計
画
」

に
よ
る
と
、
昭
和
四
〇
年
山
ノ
神
社
再
建
の
議 

起
こ
り
、
当
時
地
区
区
長
富
島
惟
志
、
安
良
神
社
宮
司
脇
田
圭
二 

ら
が
、
山
ヶ
野
各
地
区
に
お
い
て
座
談
会
を
行
い
、

ま
た
、
山
ケ 

野
出
身
町
外
居
住
者
に
も
呼
び
掛
け
、
建
設
資
金
奉
納
を
要
請
し 

た
結
果
、

二

七

万

三

七

二

〇

円

の

募
金
を

集
め
る
こ

と
が
で

き 

た
。

そ
の
浄
財
に
よ
り
、
本
殿
一
間
半
四
方
、
拝

殿

二

間

又

三
 

間
、
立
派
な
瓦
葺
き
平
屋
、
朱
塗
り
の
お
宮
が
完
成
、
昭
和
四
一 

年
八
月
二
日
落
成
式
奉
納
が
あ
っ
た
。

田

八

坂

神

社
(

無
格
社)

元

横

川

町

中
ノ

の

仙

寿

寺

馬

場(

今
の
川
北)

に
あ
っ
た
。
荒 

神
社
の
あ
っ
た
所
で
あ
る
。

祭
神
由
緒
へ
詳

舞
殿
間
数
七
間
五
合1

二
間
五
合

敷

地

二

畝

二

歩

官

有

地

氏
子
一
七
戸 

明
治
四
二
年
水
神
社
に
合
祀

303



第12章 神社•仏閣

⑥

水
神
社(

無
格
社)

横
川
町
中
ノ
外
町
一
〇
二
五
番
地

祭
神
由
緒
不
詳

社

殿

二

間

—
二
間
五
合

敷
地
ニ
ハ
坪
官
有
地

氏
子
五
三
戸

八
坂
神
社
、
水
神
社
の
二
社
は
、
南
方
神
社
に
合
祀
さ
れ
る
こ 

と
に
な
る
。

㈤

豊

受

神

社

横

川

町

中
ノ

植
村
に
鎮
座
す

る
豊
受
神
社
は

豊
受
姫
命
を

祀 

る
。

明
治
一
七
年
三
月
一
八
日
、
宮
崎
県
飯
野
村
木
次
に
鎮
座
の 

白
鳥
神
社
か
ら
御
分
霊
を
勧
請
し
た
。

そ
の
時
神
官
、
牧
園
村
の 

園
田
福
次
郎
氏
を
頼
み
、
当
地
か
ら
伊
地
知
弥
助
、
白
坂
泰
助
、
 

上
野
権
右
ヱ
門
、
下
島
勘
太
郎
、
瀬
戸
口
源
太
郎
の
五
氏
が
迎
え 

と
し
て
行
っ
た
。

今
に
農
家
の
尊
崇
、
信
仰
厚
く
、
毎
年
春
、

六

観
(

ど
ん)

祭 

り
と
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
る
。

国

天

神

社

横
川
町
上
ノ
山
ヶ
野
天
神
馬
場
現
存

正
体

御
幣
厨
子

入

安
永
四
年
未
一
一
月
所
よ
り
建
立
仕
り
修
市
仕
り
候 

こ
の
天
神
社
は
、
明
治
四
〇
年
に
、

一
時
、
山
ノ
神
社
に
合
祀 

さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

㈡

愛

宕

神

社
(

横
川
町
中
ノ
保
育
所
上
鎮
座) 

現
在
上
ノ
山
運
動
場
南
側
角
に
遷
座
さ
れ
て
い
る
。 

一
体
は
愛
宕
神
で
、
古
老
の
言
に
よ
れ
ば
、
昔
小
脇
前
愛
宕
岡 

に
あ
っ
て
、
北
原
城
の
守
神
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

ま
た
、
伊
邪
那
岐 

命 

を
祀
り
、
戦
前
は
武
運
長
久
祈
願
の
人 

が
非
常
に
多
か
っ
た
と
い
う
。

も

う

一

体

は

秋

葉

神(

火
の
神
、
荒
神
様
と
も
い
う)

で
あ
る
。 

横
川
の
町
周
辺
は
昔
か
ら
非
常
に
大
火
事
が
多
く
発
生
し
た
よ
う 

で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
秋
葉
神
が
あ
ち
こ
ち
に
祀
ら
れ
た
の
で
あ 

る
。

⑴

上
野
山
運

動

場

東

側

大

杉

の

下(

毎
年
四
月
下
町
地
区
で

304



社第1節神

祭
り
を
行
っ
て
い
る)

⑵

川
北
原
宅
西
側 

安
良
山

来

福

寺

真

乗

院

跡

岩

窟

内(

仏 

像
と
一
緒
に
安
置
し
て
あ
る)

⑶
 

川
北
公
民
館
上
ノ
山
の
頂

⑷
 

向
江
前
田
実
方 

南
方
山
の
頂

㈢

馬

頭

観

音

明

治
•

大
正
の
時
代
、
横
川
町
は
馬
の
飼
育
、
生
産
が
盛
ん
で 

あ
っ
た
。
夏
季
農
繁
期
に
は
、
各
地
区
ご
と
原
野
に
放
牧
場
を
営 

み
、

こ
こ
に
放
飼
し
、

ま
た
採
草
地
と
し
た
。

こ
の
放
牧
場
の
一 

角

に

馬

頭

観

音(

牧
神)

を
祀
り
、
馬
の
安
全
と
肥
育
、
増
産
を 

祈
っ
た
。

町
内
の
主
な
馬
頭
観
音
の
所
在
地
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

上
ノ
紫
尾
田
公
民
館
西
隣

上
ノ
上
小
脇
公
民
館
東
隣

上
ノ
柿
木
運
動
公
園

中
ノ
下
深
川
山
下
宅
下

下
ノ
岩
穴
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

下
ノ
岩
穴
月
ノ
木
宅
入
り
口

下
ノ
前
川
内
公
民
館
前

中
ノ
下
植
村

中
ノ
下
植
村
金
山
川
東
側

近
年
に
な
っ
て
原
野
原
地
か
ら
住
宅
近
く
の
地
区
公
民
館
な
ど 

に
遷
し
た
も
の
が
多
く
、
そ
の
ほ
か
、
数
軒
共
同
、
あ
る
い
は
個 

人
で
祀
る
馬
頭
観
音
も
多
数
あ
る
。

昌

田

の

神

わ
が
横
川
町
も
厳
し
い
自
然
環
境
の
も
と
で
、
懸
命
に
農
耕
生 

活
を
維
持
し
、
発
展
さ
せ
て
き
た
。

そ
の
な
か
で
さ
ま
ざ
ま
の
農 

耕
儀
礼
や
習
俗
が
生
ま
れ
た
。

江
戸
時
代
中
ご
ろ
に
な
る
と
、
人
々
は
豊
作
へ
の
祈
り
と
感
謝 

の
気
持
ち
を
こ
め
て
田
の
神
像
を
造
り
、
祈
る
こ
と
を
始
め
た
。 

そ
の
習
俗
は
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
、
県
内
に
は
、
県
指
定
文
化 

財
の
田
の
神
像
が
一
四
も
あ
る
。
横
川
町
に
も
、

田

の

神

さ

あ
 

(

お
っ
と
い)

と
い
う
風
習
が
あ
る
。

横
川
町
内
の
主
な

田
の
神
像

の

所

在

地
は

次

の
と

お

り
で

あ 

る
。
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中
ノ
山
ノ
ロ
今
村
静
香
宅
入
り
ロ 

下
ノ
小
原
公
民
館 

中
ノ
山
ノ 
ロ
猿
渡
則
馬
宅 

上
ノ
上
深
川
迫
田
裕
二
郎
宅 

中
ノ
中
尾
田
住
宅
入
り
ロ 

上
ノ
岡
村
県
道
脇 

中
ノ
下
植
村
上
野
正
行
宅
前 

上
ノ
柿
木
久
留
川
三
差
路 

中
ノ
下
植
村
中
郷
中 

上
ノ
正
牟
田
運
動
場
脇 

中
ノ
下
植
村
野
間
寅
支
宅 

上
ノ
古
城
木
屋
ノ
木 

中
ノ
黒
葛
原
新
田
堰 

上
ノ
北
園
バ
ス
停
留
所 

下
ノ
岩
穴
大
出
水 

上
ノ
紫
尾
田
公
民
館
西
隣 

下
ノ
前
川
内

中
ノ
上
向
江
招
魂
社
下

上
ノ
上
小
脇
公
民
館
東
隣

開

山

の

神

町
内
の
山
の
神
は
二
座
で
あ
る
。
そ
の
所
在
地
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

横
川
町
上
ノ
牟
田
ヶ
平
原
野
内 

横
川
町
上
ノ
安
良
山
登
山
入
り
口

製
作
年
は
元
文
五
年(

一
七
四
〇)

庚
申
一
ニ
月
二
日
と
な
っ 

て
い
る
。

牟
田
ヶ
平
の
方
は
現
在
採
草
地
原
野
を
な
し
て
い
る
が
、

二
〇 

〇
年
以
前
は
雑
木
原
生
林
を
な
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
入
山 

の
初
め
ご
ろ
の
鎮
座
と
思
料
さ
れ
る
。

第

二

節

仏 

閣

㈠

阿

弥

陀

寺

の

跡
(

町
指
定
文
化
財
昭
和
三
七 

年)

安
良
小
学
校
の
西
南
の
榊
原
岡
が
阿
弥
陀
寺
の
跡
と
い
わ
れ 

る
。
土
地
高
く
、
東
南
北
に
開
け
て
、
遠
望
雄
大
で
あ
る
。
現
在 

は
開
墾
さ
れ
て
、
局
地
を
残
し
て
い
る
が
、
領
域
は 

二

反

に

余 

り
、
雑
木
林
を
な
し
て
、
幾
多
の
史
実
を
秘
め
て
い
る
。
考
古
学 

家
野
田
昇
平
氏(

加
治
木
郷
土
館
関
係
者)

の
話
に
よ
る
と
、
藤 

原
奈
良
期
の
も
の
で
、
国
宝
級
の
も
の
と
推
定
さ
れ
た
と
い
う
。
 

先

年
(

昭
和
五
七
年
八
月
一
日
調
査)

、
五
輪
塔
を
多
数
掘
り
起 

こ
し
、
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
元

徳

二

年(

二
三
二
〇)

八
月
の
紀 

年
銘
を
も
つ
碑
文
の
も
の
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
明
治
初
年
、
高
屋
山
陵
の
古
墳
採
究
の
前
後
に
調
査
委 

員
が
数
度
に
わ
た
っ
て
調
査
に
来
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

ま
た
、
明
治
初
年
ま
で
、
頼
朝
石
と
い
う
石
や
寺
の
由
来
を
記 

し
た
碑
が
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
山
陵
確
定
の
際
、
土
地
の
人
は
事 

の
煩
雑
面
倒
を
懵
れ
、
夜
ひ
そ
か
に
そ
の
碑
石
を
搬
出
し
て
、
埋
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没
し
た
と
い
う
。

そ
の
場
所
は
、
崎
山
ク
ミ
所
有
の
氏
神
山
と
も 

い
い
、
後
方
の
崖
崩
れ
と
も
い
い
、

田
口
氏
井
戸
と
も
言
い
伝
え 

ら
れ
て
い
る
。

阿
弥
陀
堂

地
頭
館
よ
り
未
申
方
一
里
一
六
町
余

上
之
村
に
あ
ー
り
、
阿
弥
陀
立
像
を
安
ず
、
堂
の
西
側
に
高
さ
一
丈
許
の 

五
重
の
石
塔
を
建
つ
、
梧
桐
鳳
凰
に
種
々
の
彫
刻
物
あ
り
て
、
工
巧
精 

絶
実
に
古
代
の
物
な
り
、
是
を
土
俗
に
頼
朝
石
と
称
す
、
其
の
故
詳
な 

ら
ず

林
藪
に
、
古
態
の
石
塔
許
多
あ
り
、
皆
年
号
を
記
さ
ず 

此
の
辺
の
畠
を
阿
弥
陀
ヶ
原
と
呼
ぶ
、
上
古
は
寺
あ
り
し
と
土
民
の
口 

碑
あ
り

(

『
三
国
名
勝
図
会
』) 

㈡

安

良

山

来

福

寺

真

乗

院

跡
 

地
頭
館
よ
り
申
の
方
六
町
歩
横
川
中
ノ
川
北
、
原
宅
横
に
あ
り
、
本
府 

大
乗
院
院
の
未
に
し
て
真
言
宗
で
あ
る
、
本
尊
十
一
面
観
音
大
土 
(

木 

立
像
尺
九
分)

、
開
山
の
僧
名
伝
ら
ず
、
当
寺
よ
り
南
の
方
安
良
大
明 

神
本
地
の
観
音
あ
り
、
安
良
山
の
号
あ
る
を
以
て
す
れ
ば
、
往
古
は
安 

良
神
社
の
座
主
に
て
も
あ
り
し
や

(

『
三
国
名
勝
図
会
』

詳
細
は
、
第
五
章
「中
世
」
参
照)

㈢

仙

寿

寺

跡
(

横
川
町
中
ノ
川
北
四
元
家
北
側
畠) 

仙
寿
寺
は
、
栗
野
徳
源
寺
第
四
世
の
住
持
三
了
和
尚
の
開
山
で 

あ
る
。

こ
の
寺
は
北
原
氏
の
菩
提
所
で
あ
り
、
北
原
伊
勢
介
兄
弟 

の
伊
明
を
安
ん
じ
た
と
あ
る
。
今
は
四
元
義
久
宅
入
り
口
に
仁
王 

像
二
基
、
裏
山
は
和
尚
ら
の
墓
二
〇
基
が
残
る
の
み
で

あ
る(

詳 

細
は
、
第

五

章

「
中
世
」
参
照)

。

㈣

禅

宗

久

昌

寺

跡
(

上
ノ
上
本
町
現
在
墓
地) 

久
昌
寺
開
山
、
福
昌
寺
三
一
世
、
嶺
宝
和
尚
開
基
、
年
号
相
知
れ
申
さ 

ず
候
、
久
昌
寺
二
世
山
月
和
尚
、
代
々
安
置
致
さ
れ
候
由
、
く
わ
し
い 

訳
、
並
に
年
号
相
知
れ
申
さ
ず
候
、
当
分
一
ヶ
月
玄
米
一
斗
五
升
御
仏 

飼
米
相
渡
し
申
し
候
、
其
の
外
、
寺
領
高
寄
附
高
等
御
座
無
く
候 

飛
竜
山
観
音
堂
一
宇
、
木
仏
高
さ
三
寸
ば
か
り
、
久
昌
寺
二
世
山
月
和 

尚
の
代
安
置
候
由
、
年
号
相
知
れ
申
さ
ず
候

な

お

『
金
山
万
覚
』

に
、

観
音
堂
一
宇
久
昌
寺
に
建
立
、
右
造
立
の
儀
、
御
奉
行
所
よ
り
御
下
知 

を
以
っ
て
、
そ
の
主
取
に
て
相
建
申
候
山
中
諸
人
、
参
詣
申
す
為
な 

り
、
鹿
児
島
本
寺(

鹿
児
島
市
に
あ
る
現
福
昌
寺
と
思
わ
れ
る)

よ
り 

折
り
ふ
し
廻
り
合
に
て
僧
衆
こ
れ
申
候
、
始
め
て
秀
可
住
持
と
定
む 

と
あ
る
。
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㈤

法

華

宗

妙

雲

山

遠

沾

寺

跡
(

上
ノ
上
本
町
現 

在
墓
地)

木
像
釈
迦
多
宝
如
来
、
但
し
木
像
白
彩
色
、
長
さ
二
尺
ば
か
り
、
延
宝 

三
年
卯
年
開
山
、
取
要
院
日
当
一
一
世
享
保
二
年
死
去
、
是
よ
り
閉

1-1 I
 

迄
住
持
相
知
申
さ
ず
候
、
信
受
院
よ
り
以
後
住
持
相
知
れ
申
さ
ず
、
寺 

番
段
々
こ
れ
あ
り
候
へ
ど
も
、
く
わ
し
き
儀
相
知
れ
申
さ
ず
候
、
寺
領 

写
、
寄
附
高
御
扶
持
米
等
御
座
な
く
候 

困

薬

師

堂

跡
(

上
ノ
下
本
町
現
在
竹
山) 

薬
師
木
像 

年
号
永
禄
四
年 

辛
酉
六
月
十
二
日
入
道
寿
玉
敬
白
と
木 

像
の
後
に
書
記
御
座
候
、
入
道
の
文
字
よ
り
上
に
書
付
候
様
見
へ
候
へ 

共
、
字
正
し
く
相
分
り
申
さ
ず
候 

建
立
の
儀
北
原
氏(

横
川
城
主)

其
の
後
再
興
の
由
、
伝
承
申
候
座
主 

の
儀
は
相
知
れ
申
さ
ず
、
当
社
当
祖
父
よ
り
相
勤
、
当
代
迄
三
代
成
り 

申
し
候
、
尚
扶
持
米
等
御
座
無
く
候
、
以
前
は
横
川
上
之
村
山
ヶ
野 

内
、
百
姓
よ
り
支
配
仕
り
し
由
伝
承
候 

今
以
つ
て
春
秋
作
初
穂
進
納
い
た
し
候
、
参
詣
等
も
こ
れ
あ
り
候
、
但 

棟
札
御
座
無
く
候

北

原

氏

の

横

川

落

城
は

永

禄

五

年(

一
五
六
二)

六
月
、
な
お 

『
金
山
万
覚
』

に
、
「
年
々
の
山
よ
り
御
建
な
さ
れ
古
跡
に
て
、
此 

の
薬
師
、
昔
よ
り
此
の
地
に
崇
め
奉
り
、

百

年

余

も

も

早

今

迄

に
相
成
る
よ
し
な
り
、
島
津
図
書
殿
、
直
仰
せ
つ
け
ら
れ
る
」
と 

あ
る
。3

:

恵

比

須

堂
(

横
川
町
上
ノ
下
本
町
現
存) 

蛭
子
木
像
彩
色
あ
り
、
高
さ
二
尺
ば
か
り
、
何
某
の
勧
請
、
年
号
の
儀 

相
知
れ
申
さ
ず
、
尤
も
修
币
等
の
儀
は
所
よ
り
相
と
ゝ
の
へ
申
候 

㈤

 

灰

申

堂
(

横
川
町
上
ノ
下
本
町) 

「
正
体
木
像
高
さ
一
尺
ば
か
り
、
右
勧
請
右
同
」

の
記
録
が
あ 

る
。

㈤

 

愛

宕

堂
(

横
川
町
上
ノ
小
谷
町 

現

存) 

「
木
像
厨
子
入
、
右
何
某
建
立
の
年
号
相
知
れ
申
さ
ず
、
所
よ 

り
修
市
等
仕
り
候
」

の
記
録
が
あ
る
。

@
 

浄

土

宗

来

辺

山

護

念

寺
(

横
川
町
上
ノ
下
本 

町

現

在

墓

地
)

本
尊
、
阿
弥
陀
如
来
、
座
像
木
仏
高
さ
台
座
四
尺
ば
か
り
当
山
開
山
寄 

附
、
但
し
厨
子
こ
れ
無
く
候
、
開
基
の
由
緒
相
知
れ
申
さ
ず
、
尤
も
古
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人
の
申
し
伝
へ
、
古
書
付
御
座
無
く
候
、
寺
領
高
寄
附
高
等
一
切
御
座 

無
く
候
、
開
山
宅
誉
上
人
よ
り
当
代
ま
で
凡
そ
七
世
ば
か
り
に
も
相
成 

申
す
べ
く
、
く
わ
し
き
儀
相
知
れ
申
さ
ず
、
棟
札
等
御
座
な
く
候 

な

お

『
金
山
万
覚
』

に
、
「
住
持
秀
山
御
坊
、
護

念

寺

に

阿

弥 

陀
堂
、

一
宇
建
立
、
毎
月
十
五
日
に
は
念
仏
講
あ
り
」

と
あ
る
。
 

㈡

岩

堂

観

音
(

横
川
町
下
ノ
赤
水
梅
木
迫) 

断
崖
前
面
に
突
出
し
、
自
然
洞
窟
の
岩
壁
に
浮
彫
し
た
高
さ
四 

尺

余
(

約

一
•

ニ
メ
ー
ト
ル)

の
三
体
の
仏
像
で
あ
る
。
 

奉
建
立 

岩
堂
観
音
大
施
主
斉
敬
白

沙
弥
観
阿
弥
陀
仏

建
武
二
年
十
二
月
十
日
大
歳
己□

沙
弥
西
善
弁
二
郎
太
夫 

ま
た
、
堂
の
そ
ば
に
石
体
座
像
の
天
満
神
一
体
と
、
岩
堂
観
音 

の

下

方

四

〇

間(

約
七
三
〇
メ
ー
ト
ル)

ば
か
り
の
岩
穴
に
子
産 

の
宮
と
し
て
祀
ら
れ
た
小
祠
が
あ
り
、
年
中
見
学
及
び
参
拝
者
多 

数
あ
り
、
毎
年
四
月
第
一
日
曜
日
に
は
赤
水
地
区
全
戸
が
集
ま
っ 

て

祭

り

を

行

っ

て

い

る(

詳

細

は

第

五

章

「
中
世
」
参
照)

。

㈢

光

明

寺
(

横
川
町
上
ノ
紫
尾
田) 

日
薩
隅
の
三
州
は
、
徳
川
時
代
の
約
三
〇
〇
年
、
念
仏
禁
制
の 

地
で
あ
っ
た
が
、
明

治

九

年
(

一
八
七
六)

九
月
六
日
、
明
治
政 

府
に
よ
っ
て
信
教
の
自
由
が
許
さ
れ
た
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
明 

如
宗
主
は
、
大
州
鉄
然
師
、
そ
の
他
多
数
の
開
教
師
を
こ
の
地
に 

派
遣
し
て
開
教
に
着
手
さ
れ
た
。

念
仏
有
縁
の
上
の
郷
有
志
同
行
は
、
時
こ
そ
来
れ
り
と
、
明
治 

十

八

年
(

一
八
八
五)

、
上
ノ
説
教
所
を
創
立
し
た
。

こ
の
時
植 

樹
し
た
の
が
、
寺
庭
に
聳
え
る
銀
杏
で
あ
る
。
爾
来
法
雨
は
次
第 

に
う
る
お
い
、
門
信
徒
の
燃
え
る
が
ご
と
き
熱
意
は
、

つ
い
に
寺 

号
公
称
出
願
の
運
び
と
な
っ
た
。

寺
の
沿
革
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

光
明
寺
给
良
郡
横
川
町
上
ノ
四
五
〇
五
番
地 

明
治
一
八
年 

横
川
町
上
ノ
四
五
〇
五
番
地(

宅
地
百
八
〇
坪)

上
ノ 

説
教
所
創
立

明
治
三
四
年
本
願
寺
鹿
児
島
出
張
所
よ
り 

前
原
法
永
上
ノ
説
教 

所
主
任
と
し
て 

派
遣
さ
る

明
治
三
六
年
一
一
月
三
〇
日 

鹿
児
島
県
知
事
よ
り 

岐
阜
県
関
市 

光
明
寺
の
寺
籍 

移
転
認
可
さ
る 

第
一
世
住
職
の
任
に 

前
原
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法
永

明
治
三
七
年
光
明
寺
法
宝
物 

お
迎
え
に
前
原
法
永
住
職 

東
鶴
三 

四
郎 

瀬
戸
口
喜
之
助 

木
浦
龍
次
郎 

市
来
虎
千
代
が
上
洛
し
た 

明
治
四
三
年 

石
神
至
剛 

第
二
世
と
し
て
入
寺 

大
正
二
年 

境
内
土
地
拡
張
の
た
め 

隣
接
地
購
入
当
時
よ
り 

光
明 

寺
は
現
在
地
に
あ
り
、
本
堂
と
し
て
使
用
し
た 

ニ
ニ•

五
坪
の
平
屋
は
、
昭
和
五
〇
年
ま
で
境
内
に
あ
り
、
寺 

の
一
族
が
起
居
し
て
い
た
。
本
堂
建
設
評
議
の
折
、
他
所
の
地
へ 

の
移
転
の
話
が
あ
り
、
特
に
御
法
義
の
篤
か
っ
た
古
城
地
区
へ
の 

移
転
が
話
題
に
な
っ
て
い
た
が
、
地
域
性
か
ら
み
て
、
小
学
校
が 

存
在
す
る
現
在
地
に
落
ち
着
き
、
本
堂
建
設
が
決
ま
っ
た
と
古
老 

の
話
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

大
正
四
年
本
堂
建
立
決
議
安
良
神
社(

枯
損
木)

入
札
価
格
百
三
五
円

大
正
六
年
本
堂
工
事
着
工
ー
ニ
月
上
棟
式 

大
正
八
年
四
月
御
本
尊
御
遷
仏
法
要
木
尊
落
成
慶
讃
出
要 

厳
修
さ
る

工
事
費
本
堂
約
五
千
八
百
円

庫
裡
約
三
百
五
〇
円 

慶
讃
祝
賀
法
要
費
約
五
百
円 

昭
和
二
〇
年
八
月
第
二
世
住
職
前
原
至
剛
範
児
島
別
院
輪
番
並

び
に
鹿
児
島
教
区
教
務
所
長
を
拝
命 

其
の
任
に
つ
く
そ
の
間 

前
原
道
雄
法
灯
を
護
る

昭
和
二
三
年
明
治
大
正
間
に
か
け
て
の
門
徒
よ
り
の
寄
付
等
に
よ 

る
寺
有
地
の
う
ち 

田
畑
地
が
解
放
さ
る

昭
和
二
五
年
鐘
楼
堂
建
立

昭
和
三
一
年
書
院
建
築

昭
和
三
一
年
一
一
月
六
日 

前
門
主 

勝
如
上
人
御
巡
教
法
要 

昭
和
：
一
匸
年
親
源
上
人
七
百
五
〇
回
大
遠
忌
法
要
厳
修 

昭
和
四
七
年
一
ニ
月
一
二
日 

火
災
に
よ
り
に
堂
占
院
焼
失 

す
べ
て
の
宝
物
を
失
ふ

昭
和
四
八
年
本
堂
の
再
建
工
事
着
工

昭
和
四
九
年
本
堂
工
事
完
工

本
願
寺
に
下
附
申
請
の 

御
本
尊
の
御
件
の
た
め 

念
仏
奉
仕
団
を 

組
織
し 

第
二
世
住
職 

前
原
至
剛
同
坊
主 

他
に
ニ
二
名
上
洛
す 

昭
和
五
〇
年
四
月
御
本
尊
御
遷
仏
法
要
本
堂
再
建
落
慶
法
要 

昭
和
五
三
年
書
院
再
建
築

昭
和
五
六
年
第
三
世
住
職
に
前
原
寛
之
就
任 

以
上
門
信
徒
の
熱
意
に
よ
る 

本
堂
内
陣
の
荘
厳
梵
鐘 

鐘
楼
等
整 

備
さ
れ 

児
童
福
祉
法
に
よ
る 

保
育
園
の
設
立 

記
念
造
林
の
育 

成
書
院
の
新
築
等 

寺
院
は
整
備
さ
れ
た
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光

雲

寺
(

中
ノ
仲
町)

親
鸞
上
人
の
開
か
れ
た
真
宗
本
願
流
の
末
寺
で
あ
る
。
 

御

本

尊

は

阿

弥

陀

如

来(

絶
対
の
智
恵
と
絶
対
の
慈
悲
と
を
完 

備
し
て
、

一
切
の
衆
生
を
す
べ
て
救
済
し
給
う
徳
と
力
を
有
す
る 

仏)

で
あ
る
。

そ
の
他
聖
徳
太
子
、
開
祖
親
鸞
上
人
を
安
置
し
て 

あ
る
。

ま
た
、
教

義

は

真

諦

門(

仏
に
な
る
道)

、
俗

諦

門
(

人 

間
の
踏
む
べ
き
道)

、

王

法

為

本(

感

恩

報

謝

を

強

く

説

き

、
そ 

の
信
念
実
行)

を
生
活
基
礎
と
す
る
。

今
か
ら
一
〇0

年
以
前
ま
で
、
鹿
児
島
県
で
は
、
藩
主
島
津
公 

が

、
あ
る
政
策
上
、
仏
教
中
特
に
真
宗
の
信
仰
を
厳
禁
さ
れ
た
。
 

そ
の
間
約
三
〇
〇
年
、
明

治

九

年(

一
ハ
七
六'
)

九
月
五
日
、
真 

宗
解
禁
信
教
自
由
の
布
達
が
出
た
。

た
だ
ち
に
鹿
児
島
市
内
に
本 

願
寺
説
教
所
を
設
け
、
次
第
に
郡
部
の
方
も
町
か
ら
村
へ
と
宣
教 

し
、
各
地
に
説
教
所
が
新
設
さ
れ
た
。
光
雲
寺
も
そ
の
後
明
治
一 

八
年
五
月
に
現
在
の
地
に
説
教
所
を
造
り
、
 

た
だ
ち
に
本
堂
を
建 

築
し
た
。
門
信
徒
の
数
が
増
加
す
る
に
し
た
が
い
、
明
治
三
三
年 

九
月
光
雲
寺
の
寺
号
公
称
の
許
可
を
得
、
島
根
県
出
身
の
山
崎
慧 

日
氏
が
初
代
の
住
職
と
な
っ
た
。
大

正

七

年(

一
九
一
ハ)

八
月

山
崎
氏
故
あ
っ
て
退
職
、
帰
国
さ
れ
た
の
で
、
山
口
県
出
身
津
森 

蓮
象
氏
が
そ
の
後
を
継
ぎ
、
第
二
代
と
な
り
、

い
よ
い
よ
寺
門
の 

基
礎
は
確
立
し
、
門
信
徒
の
数
も
次
第
に
増
加
し
、

五
〇
〇
戸
を 

余
す
と
こ
ろ
と
な
り
、

ま
す
ま
す
教
法
は
広
ま
っ
た
。
 

昭
和
二
五
年
三
月
二
〇
日
、
津
森
哲
章
氏
が
第
三
代
住
職
と
し 

て
就
任
し
た
。

真
宗
教
義
の
指
導
的
原
理
、
真
宗
儀
式
の
荘
厳
さ
は
、

人
々
の 

生
活
か
ら
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
必
然
性
を
も
ち
、
人
々
を
安
心 

し
て
幸
福
の
道
へ
と
導
い
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
今
や
光
雲
寺
の 

門
信
徒
は
ハ
〇
〇
戸
を
超
す
浄
土
真
宗
教
団
の
一
大
寺
で
あ
る
。
 

昭
和
五
三
年
、
第
三
代
住
職
の
後
を
受
け
、
長
男
津
森
信
章
氏 

が
第
四
代
住
職
と
し
て
精
勤
中
で
あ
る
。

311


